
�

大分県大層における地熱発竃について

昭和42年夏大分県大居地区ぽおいて九州電力の季

によって!万kWの地熱発電が開始された｡ζれは

岩手県松川紀おける地熱発電の開始ぽ次ぐ鶏凄の成功で

あ肋ミそれは数多くの人々の長期紀わ花る淀ゆまざる

研究の成果であって目1制ζおける地熱開発の歴史を飾

るものとい免よう由もちろん現在凄でのところ大

岳地区の地熱開発はその緒紀ついたぱかりであり今

後の調査研究によりて解明すべ意点を数多く残している

が今までに判明したことからだけでも今後の発展が

期待される面か多くわカ溜の地熱開発に有力な指針を

あたえるものといえよう｡

｡爽欝は削ナ蕃地熱線鐙は轟い鰹渦蜜稔淳潔

て蜜恕

大衝の例はわ淋園の地熱闘発⑳歴奥⑳簸徴と淑波数

簑｡錫種慰霊蕃蜜遜熔は聰稲顯緯か彰昭穂3王緯慰霊

る約㌢隼随の錦五期の深意期間羅の後数集闇の中欧を

経で聰和雛隼以降⑳策髪期の探藍期間然あり花堪鶏

エ期の探養甥閥熔潟いでは地表の地質調査差乎符篶で

比抵流漆自然電傲法放射能擁養地化学探餐溶勘婁

九州驚カの筋力の慾を縫地質調養所縫漢湖愁集滋慈れ稔､

恐れは童些し怒太番地熱地帯耽端⑳一部⑳摩載熔限蟻勅

花愁ので海吻花淋その繕銀は楚の後の広域繍g花鳶調

査を行恋う淀め紀も網娑役並搬郁鳩幸翻循婚調鐙

に引続いて昭和28年から昭和3工年はわたり計S本の

ボｰリングが実施慈れた韮これ蔭の緕築噴出物は蒸

気潟り熱水であってイ多リアのラル浅い剛こおけるよ

う悠範い花蒸気は得られずまたその蟹も余り多く溶か

っ花ζとから発電計顧は一時や断さ批花｡じが修

その後世界ぽ潟ける地熱発電の様子淡次第に判明じ

二狐一ジｰランドぽおいて滋繊花蒸気から蒸気を分離

じ規模の大きい発電に成功じでいるとい簑黒皿一派淋伝

杉り大醤地域の地熱欝源愁輯糠討翻鵬ふう憾稼櫛て

来た.紹和36年九州電力では節に掘っ花第5号弗壷漆

灘し気水分離器を取リ付げ!6t/l)の蒸気を確保む花吉

このように湿った蒸気の利用ということを考えて篤獲

期の探査が開始されたわけである｡昭和38年以降地下

構造地熱賦存状態の解明のための調査が九州霜的

地質調査所九州大学などの手によって広域的に実施慧

れてきている.すなわも精擦な地質調査璽カ探壷

佐藤尭乏餓

比抵抗渕はる電気探査磁気探査放射能探査匁とが

行柾われたその結果大岳を北限として東西約

L弧鰍南北約孤鰍の範囲は全般的終熱変質を受け

断層減数多く鑑定慈れ広域的に開発可能扱ζとが期待

されるよう紀匁ってき定年これらの調査&平行して

大括地区ぽ篤いて餐～10号井(深度350～600籔)の生産

井掘さくか行匁われその結果圧力凄｡工㎏/鰍恕蒸気

量的亙30腕/h熱水鏡約螂t0亙/hか得られている畳

ま圭一方大居地熱地帯の南部の小松地区において行な

われ花調査弗(工技院鉱工業研究補助金によるもの)

の結果は蜜わめで衛襲柾地熱蒸気の賦存が確認慈れてい

鳶岳搬幡如鯛秘1年3月大岳地区1U万妓Wの

発電所の簸設をは篶め昭和42年8月営業運転を開始し

稔添所期以並⑳出力を袴て成功のうちに発足している｡

おこるでζの地熱開発は大岳地熱地帯の北部の一部を

占め瀞満樫度焚窓らに大岳南東地区大岳地熱地帯

繭部⑱八平原地隊への開発か計画されている.

災独磐漉鰭ぬ艦雑な地質条件のもとで探査

秘撮な紬撚鷲謹だ

太籍地熱処瀞は九州の最高峰久住火山の北酉約批㎜

繕繊諦鳶擦商蔓⑪O～五字叉00鰍の第四紀の火山地域であって

齢壬､施

湧藍出一属出猟師山黒砦山荏どにかこ蜜れた凹地

縫爽艦河原小松匁どの噴気地帯があり玖珠川に沿
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大儀地熱地帯位置図

(九州鰯カ資料から)�
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い筋湯済癬湯などの温泉が湧出している阜

この地域の火山岩は下部は豊肥安山岩類(輝看安山岩)

上部は九厘系火山岩類(角閃宥安山潜)に分類慈れている｡

豊肥安山岩類は熔岩と凝灰負礫岩とが互層を匁しており

現在開発されている地熱はこの安山岩類から採集されて

いる圭この岩類は本地域の中央部を北流する玖珠川に

沿簑低地に露出しその厚さほ試錐により少扱くとも

700揃以上に及ぶことが確かめられている.九厘灼工1

岩類は大岳地熱地帯を囲んで湧豊山ミソ鴛フシ山

一賢山猟師山男砦{狂どのドｰム状火山体を造って

いる.大岳地熱地帯にはいくつかの断層が確認ある

いは推定されておりこれら紀沿い変質帯を形成してい

ること淋認められている吉塞た周辺火山の熔岩の貫入

に伴って地質構造は複雑化し裂鱒節理も一層発達

したものと思われる.コ)地帯においては種々の物

理探査が実施害れて書彪が地質調査の結果とあわせ考

えると有効な結果が得られつつある.重力探査につ

いては山地という悪条件を克服して調査カミ造められ

別府大岳阿蘇を緕ぶ大局的た構造大岳地熱地帯内

の既知の地熱温泉賦存地の重力の揚における特徴さ

らにこの地帯内における断層状構造の検出など地熱

構造を考える上において興味ある結果が得られている.

磁気探査については火山地帯というこの地域の特質か

らいわゆる変質帯の探査に効果をあげている.すた

わち新鮮狂約五階は一般に磁性が強いが熱変質によっ

て磁性を失うので地上の磁気分布から変質帯の探査に

成功している.電気探査については変質帯匁とを含

む地下構造の探査に有効狂資料を与えている｡その他

滋電所懐識餓幻大儀

地熱地獄(蜘.工⑪)
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ボｰリングの岩赤を利用して岩石の種次の性質が調べら

れておりこの地域の地籍構造を推定するのに役立って

いる一このよう柱新しい火山岩地帯の複雑衣構造を明

らかにすることはなかなかむずかしい問題であ効ξ

地質調査物理探査などの面からその解明にカカ堪か

れたことは注員されることである,もちろん今日ま

でのとこる未だ不明恋点を幾多残しておりさらに種

省の方法による探査も考慮しねければならないが大岳

における探査の結果は今後このような火山岩地帯の探

査に希望をもたらすものであり火山岩地帯の多いわが

国の地熱開発に有力な指針を与えるものといえよう.

小規模開発からの発展

地熱発電所は地下から噴出してくる天然蒸気を蒸気

タｰビン発電機の駆動源として用いて発電する｡大岳

の場合は蒸氣夏に対し約4の割で多量の熱水を含んでい

るので気水分離器によって蒸気のみを分離し発電に

利周している.

ところで地熱発電の特徴として孔弗当りの噴出蒸

気量は一般に限られたものでありまたその圧力も低く

単位出力当りの蒸気消費率が大きいので大容量ユニ:ソ

トの開発は困難である.現在世界において建設されて

いる発電ユニットは出力5呈000～30重000kW程度のもの

である.大岳において建設されたものは出力10,O◎O

kWのユニットでありいわば試験的性格も多分にもた

せたものである｡しかし地熱発電のコ利一は外国の例

でも低廉であり大岳刎O,000kWの小規模のユニット

の場合でも現在の大型新鋭火力発電にも匹敵し得る経

済性が認められているそうである.このことは地熱

開発に際し地下の地熱賦存状態を解明しながら比較

的わずかな投資で小規模な建設を段階的に行ないこれ

を拡大していくことができるという利点を示しているも

のといえよう.

小規模開発からの発展経済性を保ちつつ地熱解明

の科学技術をうちたてながら開発を進めて行くご&か

目下の地熱開発の途であり大岳の地熱闘発力陸の実例

を示す希望をもたせるものである.

末長発電所の概要

建設資金約ユ2億円

建設工程建設開始王966年3月

営業運転開始螂7件8月

坑口装置蒸気件数量δ本口径魯イン訴

ポレン峠.㌔

!外1

大番地熱発驚所の発電系統鰯

(九州竃カ資料から)

蒸気衣一ビン

定格出力夏O皇000友W(最大13,000kW)

回転数3量600ゆ肌

蒸気条件(定格出力時)

主塞止弁前圧力2.5搬(エ虫6kg/c醐2星)

圭塞止弁前温度王炉C(飽和温度)

復水器

冷却塔

慾鰯他

排気条件

タｰビン排気室圧力0.11ata(真空度

�����

復水器真空O右10a海(真空度

687孤㎜H墨)

蒸気消費量(定格出力時)五五3toψ

形式バワメトリック型ゼットコンデ

ンサ岬

冷鋤氷鐙3皇§o◎搬伽

冷却水濫郷顯

復水欝閉口氷温銘､遂犯

型裁機械通風戴岡吸込型

循欝水鏡遂茗婁｡o孤狐

循欝水泳蟻激魔姐古遂蛇

循環氷出濁滋度搬｡

発電機

墾褒厘欝

燦翻嚢胞鷲鰯養所媛)�


